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特　集  

［1月号］　 地域でつくる包括的母子保健の未来─
“切れ目ない”妊娠・出産・育児支援を
めざして

・「妊娠・出産包括支援事業」とは：一瀬篤，1，8．
・切れ目ない支援を推進するための保健師活動―日
本でネウボラを実現するために：横山美江，1，
14．

・【事例①】横浜市の取り組み―3事業の包括的展
開による子育て支援の充実：近藤政代，1，20．

・【事例②】松江市の取り組み―妊娠届出時から始
まる保健師による一貫した支援：立原幸未／金山
美枝子，1，27．

・【事例③】甲州市の取り組み―母親の不安に寄り
添う体系的な母子保健事業：萩原静子／武藤陽子
／姫野由香，1，34．

・【事例④】日吉津村の取り組み―仕組みづくりと
個別プランで「子育てしやすい村」に：佐々木佳
世子，1，41．

［2月号］　 生活困窮者・生活保護受給者の健康支援
・生活保護受給者の健康管理支援と保健師の役割：
浅沼奈美，2，94．

・生活困窮者の健康課題および社会保障財政から見
た保健師への期待：櫻井琢磨，2，100．

・【上尾市の取り組みと保健師の役割①】生活困窮
者の健康支援のための組織体制づくり：本橋宜
臣，2，105．

・【上尾市の取り組みと保健師の役割②】福祉事務
所の保健師の立場から：藤田恭子，2，113．

・健康支援における保健師の力量―和歌山市の福祉
事務所での活動を踏まえて：原政代，2，120．

・NPO法人「ふるさとの会」における保健師の活
動―生活困窮者の自立支援に関わって：的場由
木，2，127．

［3月号］　 東日本大震災から 5年─被災地のいま
と，これから

・東日本大震災から 5年を振り返る―災害時（健康
危機管理）における保健師の役割とは：奥田博
子，3，184．

・いま求めている支援とは―福島県南相馬市からの
報告：大石万里子，3，190．

・医療・介護の連携を通じた復興支援―宮城県気仙
沼保健福祉事務所の取り組み：髙橋祥恵，3，
197．

・被災地への保健師の派遣のあり方―神戸市による
長期派遣の取り組みを中心に：丸山佳子／田中由
紀子，3，205．

・被災地の保健活動の課題と今後に向けて―学会に
よる取り組みを通して見えたこと：宮﨑美砂子／
佐伯和子／上田修代／石川麻衣／平野美千代，
3，212．

［4月号］　コホート研究と保健師活動
・コホート研究はどのような役に立っているのか―
わが国のコホート研究の意義：岡村智教／桑原和
代，4，266．

・多目的コホート研究（JPHCスタディ）の成果と保
健所の役割：津金昌一郎／澤田典絵，4，272．

・コホート研究における保健所の取り組みと役割：
小林良清／安藤直子，4，280．

・NIPPON DATA 80/90/2010からの成果と展望―
循環器疾患基礎調査の追跡研究：三浦克之，4，
286．

・エコチル調査の意義と地域での子育て支援―愛知
ユニットセンターの取り組みを中心に：上島通浩
／小栗朋子／加藤沙耶香／榎原毅，4，291．

・結核のコホート検討会と保健師の服薬支援：永田
容子，4，296．

・「久山町研究」と地域住民の健康づくり―55年に
わたる疫学研究から保健活動，そしてまちづくり
へ：角森輝美，4，303．
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［5月号］　 保健師がつなぐ地域医療─「地域医療構
想」を見据えて

・地域医療構想の政策目標と課題―保健師への期
待：島崎謙治，5，358．

・滋賀県における地域医療構想の策定―県および東
近江保健所の取り組み：福井美代子／黒橋真奈
美，5，363．

・地域の医療機関と専門職をつなぐ保健所保健師の
関わり―北海道十勝医療圏における取り組み：黒
柳弘美，5，372．

・保健所が調整役となって推進する救急医療体制づ
くり―茨城県鹿行保健医療圏における取り組み：
石塚あけみ，5，379．

・多職種連携による在宅医療・療養者支援―山梨県
中北保健所管内における取り組み：飯窪千恵，
5，383．

［6月号］　 保健師実習の今
・保健師教育における実習について：佐久間清美，
6，442．

・研究的思考・手法を実践に活用する能力を養う―
東京大学大学院修士課程における保健師実習：蔭
山正子／永田智子，6，450．

・中山間地域で住民と協働する力を養う公衆衛生看
護学実習―愛媛県立医療技術大学の取り組み：野
村美千江／入野了士／田中美延里／奥田美惠／窪
田志穂／八束育子，6，456．

・「個から始まる地区活動」の展開による保健師実
習―兵庫県立大学の取り組み：牛尾裕子，6，
463．

・実習受け入れの調整と人材育成としての実習指導
者養成―愛知県の取り組み：榊原るり子，6，
468．

・県・保健所・大学が協働して行う保健所実習指導
者研修―埼玉県の保健師実習受け入れ体制：浅井
澄代／佐藤夕子／鈴木しげみ／斉藤富美代，6，
473．

・飯南町における保健師実習の積極的な受け入れと
工夫：山戸由紀，6，479．

［7月号］　 保健指導力を上げる─対象者に寄り添う
支援をめざして

・いま「保健指導」に求められる能力とは：鳩野洋
子，7，532．

・保健指導におけるコミュニケーションのコツ―
コーチングの活用：鱸伸子，7，538．

・【実践例①】特定保健指導のポイント：門田しず
子，7，546．

・【実践例②】乳幼児健診における保健指導のポイ

ント：浦田浩子，7，553．
・【実践例③】精神障害者の退院・生活支援におけ
る保健指導のポイント：木本知子，7，558．

・「リフレクション」で保健指導力を高めよう！―
「学習成果創出型プログラム」活用のすすめ：岡
本玲子，7，564．

［8月号］　 いま一度，健康教育を考える─PDCA
を回していますか？

・健康教育の基礎―活動を支える理論と進め方の基
本：中村裕美子，8，622．

・健康教育の企画作業の見える化にチャレンジしよ
う！―ワークシートで学ぶ企画のキーポイント：
佐々木健，8，629．

・健康教育の「企画」「実施」のポイントと，3段
階の「評価」：栗盛須雅子，8，636．

・効果的なセルフケア支援をめざす健康教育―牛久
市における糖尿病予防教室の取り組み：鈴木（杉
澤）悠圭，8，643．

・震災後の母親たちが元気に子育てできるために―
南相馬市における体験型健康教育「リフレッ
シュ・ママクラス」の取り組み：大石美和，8，
651．

・子育て世代もターゲットにした小中学校での健康
教育―習志野市における生活習慣病予防の取り組
み：関紗代，8，659．

・地域診断にもとづく健康教育の教授法の開発―保
健師教育課程における大学と自治体の連携による
取り組み：田髙悦子／有本梓／大河内彩子／伊藤
絵梨子／白谷佳恵，8，664．

［9月号］　 計画づくりと評価─保健師も積極的に関
わろう！

・「計画づくり」とその評価―保健師が参画する意
義と必要性を考える：澁谷いづみ，9，718．

・「評価する」ということ―PDCAサイクルを活用
する視点から：今井博久，9，723．

・3つの組織が軸となり推進した健康づくり計画―
「新健康おおぶ 21プラン」の取り組み：島田真
希，9，728．

・住民・関係機関とともにつくりあげた健康増進計
画―「元気トントンおおふなと健康チャレンジプ
ラン」の取り組み：新沼美香，9，734．

［10月号］　 保健師人材育成の方向性─自治体保健
師のキャリアラダーとは

・「保健師に係る研修のあり方等に関する検討会」
最終とりまとめのねらいとポイント：村嶋幸代，
10，794．
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・保健師人材育成における自治体への期待―厚生労
働省保健指導室から：島田陽子，10，801．

・検討会の成果と今後の課題―「最終とりまとめ」
をどう活用するか：中板育美，10，807．

・保健師の人材育成の実態と「人材育成計画策定ガ
イドライン」の活用：奥田博子，10，814．

・キャリアラダーを活用した研修や人材育成のあり
方：曽根智史，10，821．

・【事例①】島根県の取り組み―保健師人材育成ガ
イドライン作成とその活用：藤谷明子，10，826．

・【事例②】神奈川県の取り組み―県保健師の活動
指針の策定とキャリアラダーの構築：髙宮聖子／
弘中千加／磯﨑夫美子，10，835．

・【事例③】長浜市の取り組み―保健師専門能力の
向上をめざした人材育成体制と「評価シート」の
活用：横田留里，10，843．

［11月号］　 これからの結核対策─地域連携による
支援をめざして

・結核を取り巻く現状とこれからの対策―「結核に
関する特定感染症予防指針」の見直しに向けた議
論を踏まえて：加藤誠也，11，900．

・今，結核対策で保健師に求められている力と役
割―患者中心の包括的支援を：有馬和代，11，
905．

・多職種連携による結核対策―山梨県中北保健福祉
事務所の取り組み：齊藤由美子／宮島文香，
11，911．

・結核罹患率の減少へ向けた総合的な結核対策―
「神戸市結核予防計画 2020」を踏まえた神戸市の
取り組み：松田真理／南谷千絵，11，917．

・地域連携クリニカルパスを用いた結核の早期発
見―市川保健所と安房保健所の取り組み：久保秀
一，11，922．

［12月号］　統括保健師─めざす姿と課題
・統括保健師の現状と担うべき役割─地域の健康レ
ベル向上を推進する機能の強化をめざして：松本
珠実／成木弘子，12，984．

・【座談会】統括保健師が役割を果たすために何が
必要か：中板育美／宇田英典／人見泰生／石丸敏
子／斎藤恵子，12，991．

・【事例①三郷市】統括的立場として保健師の連携
強化や保健活動の可視化に取り組む：原山千恵，
12，1000．

・【事例②京都府】「統括保健師長」として市町村を
含めた保健師活動の旗振り役に：東中真美，
12，1007．

・【事例③日高川町】統括的立場として行った，合

併後の保健師活動の体制づくり：尾崎久美，
12，1012．

PHOTO/PICK UP  

PHOTO
・地域包括ケア推進に向けて保健師の実践を共有―
日本看護協会がイベントを開催，1，1．

・足腰元気で，いつまでも生き生きと―札幌市西区
が取り組む「エコロコ！　やまべェ誰でも体
操」，2，87．

・日本健康福祉政策学会―「福幸志縁ふくしまセミ
ナー」開催，3，177．

・フレイルを予防し，いつまでも元気に！―養父市
による「毎日元気にクラス」の取り組み，4，
259．

・腎臓を護ることは生命を守ること―4つの柱で取
り組んだ長崎市の慢性腎臓病対策事業，5，351．

・みんなの笑顔に“はなまる”です―八千代町によ
る「元気はなまる運動教室」の取り組み，6，
435．

・みんなで一緒にながはま健康ウォーク―ウェアラ
ブル機器と近所の助け合いによる長浜市の取り組
み，7，525．

・脳血流量がアップし，認知症を予防する！―堺市
による「堺コッカラ体操」の取り組み，8，615．

・地域資源を活用し，心と体をうるおす―上山市の
上山型温泉クアオルト事業，9，711．

・みんなで歩いて，健康寿命を伸ばそう！―志木市
によるノルディックウォーキング・ポールウォー
キング事業の取り組み，10，787．

・バランスよく食べて介護いらずの生活を！―彦根
市における健康推進員主導の健康教室，11，893．

・無理なく生活習慣をスマートチェンジ ! ─全国土
木建築国民健康保険組合による宿泊型保健指導の
取り組み，12，977．

PICK UP
・「エコロコ！　やまベェ誰でも体操」の普及と効
果―札幌市西区の取り組みより：關靖子／相馬愛
／髙野康羽／曽根史央里，2，134．

・フレイル予防教室「毎日元気にクラス」の取り組
み―フレイルを先送りし，健康で安心して暮らせ
るまちをめざして：吉田由佳／野藤悠，4，310．

・4つの柱で取り組んだ慢性腎臓病（CKD）対策―長
崎市の取り組み：岳尾陽子／山城美由紀／藤島涼
子，5，390．

・二次予防事業対象者のための介護予防―八千代町
が取り組む「元気はなまる運動教室」：塚田昌
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子，6，486．
・長浜市における「健康ウォーク」の取り組み―健
康なひとづくり，まちづくりをめざしたソーシャ
ル・キャピタルの醸成：森奈津子／井口佳世／横
田留里，7，570．

・「堺コッカラ体操」の取り組みと効果―体操の普
及によるソーシャルキャピタルの醸成をめざし
て：今津弘子／安齊智子／田圃健司／永吉昌彦／
多賀井眞紀／花家薫／竹田由佳子／弘原海剛，
8，672．

・自然環境を活かした健康づくりの活性化をめざし
て―上山市のクアオルト健康ウォーキング：髙橋
ちぐみ／後藤順子，9，740．

・市民力を生かした健康づくり―健康ポイント事業
と，ノルディックウォーキング・ポールウォーキ
ングを取り入れた運動教室を通して：清水裕子，
10，852．

・健康推進員のやりがい向上プロジェクト―彦根市
の健康教室の取り組み：田口敦子／村山洋史／宮
尾智香子／大澤吉子／五坪千恵子，11，930．

・既存施設を活用した，多職種連携による効果的な
宿泊型保健指導─全国土木建築国保組合の「ス
マートチェンジプログラム─血糖値を下げよ
う」：渡邊文／倉田直美／小倉光悦／八森浩二／
中村麻梨奈／黒沼康太，12，1020．

特別記事・TOPICS  

特別記事
・地域・職域連携を推進するためのシステムづく
り―システム工学の視点から：横山淳一，2，
140．

・減災社会の実現へ向けて―「減災館」の取り組
み：飛田潤，3，218．

・質の高い保健事業外部委託に向けたガイドの作
成―保健事業外部委託マネジメントのチェックリ
ストを中心に：鳩野洋子／永田昌子／曽根智史／
前野有佳里／森晃爾，10，860．

TOPICS
・働く人の「元気」を支援する―開業保健師の活動
報告：松島直子，1，48．

・日本健康福祉政策学会―「福幸志縁ふくしまセミ
ナー」に参加して：西本美和，3，224．

・公衆衛生活動としてのポジティブ心理学介入の可
能性―福島の子どもたちのレジリエンスをめざし
て：島井哲志／大久保亮／氏家達夫／筒井雄二，
9，746．

研究・調査報告・活動報告  

研究
・特定保健指導積極的支援利用者の 1年後の体重減
少に影響を与える個人特性の検討：岸知子／鵜川
重和／村本あき子／中村正和／津下一代／玉腰暁
子，4，316．

・都市部地域在住の壮年期住民における抑うつの実
態と関連要因の検討：遠宮菜都香／田髙悦子／有
本梓／大河内彩子／伊藤絵梨子／白谷佳恵，7，
576．

・特定健康診査継続受診とメタボリックシンドロー
ム関連指標の関係―市町村国民健康保険被保険者
における特定保健指導後の追跡調査から：小島亜
未／小川靖子／加藤佳子，8，680．

・行政保健師の現任教育に関する保健師教育機関の
関わりの特徴―研修に着目した国公立と私立大学
による関わりの比較：鈴木良美／岡本玲子／野村
美千江／村嶋幸代，10，866．

調査報告
・市町窓口職員の自殺予防意識調査：山本千佳／宮
脇直子／春藤由里子／松本圭司／富永真己，1，
52．

・発達障害を危惧した子どもと家族への多職種によ
る支援を視野に入れた看護援助の特徴：子吉知恵
美／田村須賀子，2，146．

・初めて 0歳児をもつ母親を対象とした「新米ママ
と赤ちゃんの会」プログラムの目標に関する検
討―参加者が満足する理由から：宇野耕司／増田
恵美子／遠藤みどり／蒲原真里子／黒田一美／伊
藤孝子／宮崎彰恵，3，230．

・私立女子大学生が大学入学までに受けた保健教育
の実態と知識，行動との関連：濱田朋美／田城孝
雄，4，324．

・岡山県内の市町村保健センターにおける発達障害
児対策の実態：芳我ちより／諏訪利明／大井伸子
／谷垣靜子／河本茂美，5，396．

・未就学児の母親が認知する子育て支援内容と評価
に関する質的調査：椛島優莉／大河内彩子／田髙
悦子／有本梓／白谷佳恵／伊藤絵梨子／臺有桂，
6，492．

・基礎自治体における母子保健行政の現状と課題：
後藤拓，9，752．

・地域住民の健康管理に対する自己効力感の向上を
めざした健康教室の有効性の検討―インストラク
ショナルデザインにもとづく学習支援の取り組
み：谷村千華／野口佳美／三好雅之／ 大庭桂
子，11，936．
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・小児生活習慣病予防事業における学校保健と地域
保健の連携─教育委員会への保健師配置の試み：
鈴木美穂，12，1026．

活動報告
・地域看護診断実習と連動した保健所，市町村，地
域住民と大学との協働：小林恵子／齋藤智子／成
田太一／秋山美香／相馬幸恵／石井恭子／児玉恵
子／八子円，1，60．

・「市原市災害時保健活動マニュアル」にもとづく
研修会の取り組み―役割別シミュレーション演習
とそこから見えてきた課題：大関博美／藤本紀子
／渡辺真澄／齊藤明日香／冨岡真理子／宮下美恵
／宮﨑美砂子，9，758．

・修士課程保健師コースにおける生活習慣病予防を
目的とした地域診断・活動展開実習の事例―山間
部の高塩分食・喫茶店のモーニング文化と保健師
活動：大橋由基／新村津代子／有本梓／渡井いず
み／成瀬昴／田口敦子／永田智子／村嶋幸代，
11，946．

連　載  

ナカイタ発　保健師へのつぶやき：中板育美
・（31）「コラボが生み出す健康づくり」―各地の実
践から学ぶイベントを開催，1，67．

・（32）悩みの種は「人材育成」―育てる仕組みづく
りへ，2，157．

・（33）質のよい睡眠の大切さを保健指導に―睡眠
12箇条にもとづく保健指導ハンドブック，3，
239．

・（34）チームで考える住民からの暴言・暴力，4，
331．

・（35）データヘルス計画に研修プログラムの活用
を，5，406．

・（36）保健師活動において，あらためて「産後う
つ」を問い直す，6，502．

・（37）「地震国で生きるということ」，7，584．
・（38）「一億総活躍プラン」―保健師にとっての見
方，8，690．

・（39）健康格差を縮めたい―人と人で紡ぐ地域づく
りから，9，766．

・（40）統括保健師の人材育成研修，10，851．
・（41）支援者にも当事者にもしなやかに，たくまし
い「レジリエンス」を，11，954．

・（42）日本公衆衛生学会（大阪）に参加して，12，
1035．

統括保健師の日々
・（1）統括保健師のお作法：斎藤恵子，1，66．
・（2）統括保健師としての 5年間①―初心の誓い：
濵野芳江，2，156．

・（3）統括保健師としての 5年間②―連絡会を立ち
上げて：濵野芳江，3，238．

・（4）統括保健師としての 5年間③―「横須賀市保
健師活動指針」の策定と統括の思い：濵野芳江，
4，337．

・（5）郡山市の場合②―統括は 1日にして成らず：
斎藤恵子，5，407．

・（6）多治見市の場合①―進み始めた統括保健師：
髙木裕美，6，503．

・（7）佐伯市の統括保健師としての 1年間①―2代
目統括保健師となるまで：高畑郁代，7，585．

・（8）佐伯市の統括保健師としての 1年間②―統括
保健師になるための研修：高畑郁代，8，691．

・（9）佐伯市の統括保健師としての 1年間③―統括
保健師としての 2つの大きな活動：高畑郁代，
9，767．

・（10）多治見市の場合②―進みゆく統括保健師：高
木裕美，10，879．

・（11）郡山市の場合③―震災支援派遣調整から生ま
れたもの：斎藤恵子，11，955．

保健師のための行政学入門：吉岡京子
・（13）なぜ「行政責任」という言葉に敏感に反応し
てしまうのか？，1，72．

・（14）なぜ上司は保健師の行っている仕事を民間委
託したいと言うのか？，2，158．

・（15）保健師という仕事は果たして永久不滅なの
か？，3，240．

現場の疑問に答える　地域づくり型保健活動 Q＆
A：岩永俊博
・（1）「地域の課題」をとらえるとはどういうことで
すか？，1，68．

・（2）「あるべき姿」「実現すべき姿」とはどういう
ことですか？，2，164．

・（3）「問題の類型」とはどういうことですか？，
3，246．

・（4）「問題を分けて考える」とはどういうことです
か？，4，338．

・（5）問題解決の手順にはどのようなものがありま
すか？，5，422．

・（6）「地域を見る」「生活を見る」とはどういうこ
とですか？（1），6，510．

・（7）「地域を見る」「生活を見る」とはどういうこ
とですか？（2），7，602．
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・（8）「地域を見る」「生活を見る」とはどういうこ
とですか？（3），8，698．

・（9）学生実習と実践でのワークショップとの違い
はどこにありますか？，9，774．

・（10）なぜ具体的な表現にこだわるのですか？，
10，880．

・（11）目的の具体性，実現のための条件とはどうい
うことですか？，11，962．

・（12）「あるべき姿」はどの程度具体的に示せばよ
いですか ?，12，1042．

聞き書き　保健師ものがたり（特別区編）：木村哲也
・（1）佐々木峯子さん（前・足立区保健師）に聞く①
生活を知ることの大切さを知り保健師へ，4，
332．

・（2）佐々木峯子さん（前・足立区保健師）に聞く②
住民のパワーが地域を変える，5，416．

・（3）佐々木峯子さん（前・足立区保健師）に聞く③
健康づくりは自主グループづくりから，6，504．

・（4）諸澤洋子さん（前・杉並区保健師）に聞く①健
康づくりは地域づくり，7，596．

・（5）諸澤洋子さん（前・杉並区保健師）に聞く②保
健師がマネジメントする，8，692．

・（6）石山道子さん（前・文京区保健師）に聞く①職
場と自主的な勉強の場が私の保健師活動の両輪，
9，768．

・（7）石山道子さん（前・文京区保健師）に聞く②予
防の視点で事業化するのが重要，10，874．

・（8）石山道子さん（前・文京区保健師）に聞く③後
輩保健師育成のための道しるべ，11，956．

・（9）小宮山恵美さん（北区保健師）に聞く①若さに
任せて地域の中へ飛び込んでいった，12，1036．

［事例集］新しい健康日本 21へのヒント
・（28）「スナックママさんゲートキーパー養成事業」
を通した社会環境の改善につながる保健活動―長
崎県県央保健所における自殺対策の取り組み：濵
田由香里／近藤克則，5，408．

・（29）あだちベジタベライフ～そうだ，野菜を食べ
よう～「健康格差対策の 7原則」を活用した東京
都足立区の取り組み：馬場優子／近藤克則，7，
586．

ニュースウォーク：白井正夫
・（213）「介護世代」の切ない選択，1，78．
・（214）「健康食品」の選択―消費者も情報戦略を，
2，168．

・（215）「こども食堂」が小さな救いの手，3，250．

・（216）「かかりつけ」という関係，4，342．
・（217）「補足意見」の読み方―認知症列車事故訴訟
最高裁判決，5，426．

・（218）目の前に医師過剰時代，6，516．
・（219）「ダブルケア」という視点，7，606．
・（220）「ふるさと納税」の副作用，8，702．
・（221）「在宅死」割合，地域差の濃淡，9，778．
・（222）「特養待機」の構造変化，10，884．
・（223）待ったなし，受動喫煙規制法へ，11，968．
・（224）「住まい」というソフト─療養病床再編のカ
ギ，12，1046．

研究室からのメッセージ
・（131）聖路加国際大学看護学部　保健医療福祉連
携における看護領域地域看護学・公衆衛生看護学
教室：麻原きよみ／小林真朝／小野若菜子／梅田
麻希／三森寧子／永井智子，1，85．

・（132）四国大学看護学部看護学科　公衆衛生看護
学領域：武田道子／辻京子／吉村尚美，2，175．

・（133）東京医療保健大学医療保健学部看護学科　
地域看護学領域：佐々木美奈子／渡會睦子／伊藤
美千代，3，257．

・（134）高知大学医学部看護学科　地域看護学講座
地域看護学領域：奥谷文乃／齋藤美和／杉本加
代，4，349．

・（135）創価大学看護学部　地域在宅看護学領域：
藤田美江／奥山みき子／今松友紀／横山史子，
5，433．

・（136）新潟大学医学部保健学科看護学専攻　在宅
看護学・公衆衛生看護学：小林恵子／小笠原映子
／齋藤智子／成田太一／堀田かおり，6，523．

・（137）京都光華女子大学健康科学部看護学科　公
衆衛生看護学領域：神原惠／堀井節子／諏澤ひろ
え／松川泰子，7，613．

・（138）福岡大学医学部看護学科　地域看護学領
域：原田春美／池田佐知子／馬場みちえ，8，
709．

・（139）中部大学生命健康科学部保健看護学科　地
域保健看護学領域：城憲秀／白石知子／大橋裕子
／宮武真生子／藤丸郁代，9，785．

・（140）吉備国際大学保健医療福祉学部看護学科　
公衆衛生看護学領域：田中富子／高尾茂子／池永
理恵子，10，891．

・（141）神奈川工科大学看護学部看護学科　公衆衛
生看護学領域：芝山江美子／佐藤美由紀，11，
975．

・（142）四日市看護医療大学看護学部看護学科　地
域看護学領域，12，1055．
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BOOKS  

・『日本の医療　その仕組みと新たな展開』―近年
の医療制度改革および医療保険制度改革を理解す
るために必携したい 1冊：朝倉京子，1，83．

・『快をささえる　難病ケア　スターティングガイ
ド』─難病患者と援助者たちが試行錯誤のうえに
培ってきた難病ケアの今を理解し，これからを考
えるための必携の 1冊：佐川きよみ，12，1053．
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